
安
全
な
住
ま
い
を
考
え
る

耐
震
性
を
満
た
す
住
宅
に
つ
い
て
、
専
門
家
や
実
際
に
耐
震
化
に
取
り
組
ん
だ
人
た
ち
の

話
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
住
ま
い
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

事務所兼自宅は３階建て　吹き抜けの
ある部屋が一番ねじれていたそう

地盤改良し、新築した家　耐震診断な
どの調査結果から建て替えを決意した

基礎の白い部分から先が沈下し、傾斜
復旧をした

家の敷地を囲む頑丈な擁壁　自然災害
から建物を守る　　

　

一
級
建
築
士
で
耐
震
診
断
も
行
う

柴
田
光み

つ
と
し俊

さ
ん
に
、
耐
震
化
に
つ
い

て
聞
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら

　
熊
本
地
震
で
は
、
犠
牲
者
が
出

る
な
ど
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
地
盤
や
建
物
も
確
実
に
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
、
わ
が
家

の
耐
震
性
を
理
解
し
て
お
く
こ
と

は
、万
が
一
へ
の
備
え
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
自
宅
の
状
態
を
知
る
こ
と
が

第
一
歩
で
す
。

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

　
県
が
実
施
す
る
一
般
診
断
の
申
し

込
み
は
、
今
で
も
増
え
て
い
る
そ
う

で
す
。
こ
れ
は
、
耐
震
診
断
士
が
建

物
を
目
視
な
ど
で
確
認
し
、
地
震
に

対
す
る
強
さ
を
診
断
す
る
も
の
。

　
私
が
受
け
る
相
談
件
数
の
多
さ
か

ら
も
、
不
安
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
が
多
い
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
建
物
の
耐
震
性
は
、
そ
の
形
状
や

壁
の
位
置
な
ど
の
諸
条
件
に
よ
り
、

建
物
ご
と
に
全
て
異
な
り
ま
す
。

一
般
診
断
の
他
に
も
精
密
診
断
が
あ

り
、
外
部
や
内
部
構
造
ま
で
詳
細
に

調
査
を
行
い
、
判
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
耐
震
診
断
は
、
改
修
や
補
強
の
目

安
。
家
族
構
成
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

な
ど
に
合
わ
せ
て
、
補
強
す
る
の
か

建
て
替
え
る
の
か
今
後
の
住
ま
い
を

検
討
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
一

番
。
建
築
士
へ
の
相
談
は
無
料
の
場

合
が
多
い
の
で
、
心
配
事
を
抱
え
た

ま
ま
で
い
る
よ
り
も
、
一
度
相
談
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

柴田建設設計事務所

一級建築士　柴田 光俊 さん

命を最優先に
　県のホームページを見て、一

般診断を申し込みました。罹
り さ い

災

証明書の判定は一部損壊でした

が、一般診断の結果は「倒壊す

る可能性が高い」というもので

した。妻と話し合い、命を守る

ことが最優先だと精密診断を受

けることに。生活空間である２

階が特に危ないと分かり、耐震

改修設計・耐震改修工事を行い

ました。工事期間は３カ月で、

損傷した内壁や外壁を改修、筋

交いや金物で補強し、「一応倒

壊しない」という判定が出るま

でに強度が増しました。

　今では地震が起きても、建物

の揺れる音が小さくなっている

ので、不安が減り、気持ちにも

ゆとりが生まれています。構造

の強化は目に見えるものではあ

りませんが、安心して生活する

ことができるようになりました。

宮崎 光一さん

松橋町

先を見通す
　建て替え前のわが家は、木造

瓦屋根の日本家屋でした。一部

損壊の判定を受けましたが、修

理箇所も屋根から浴槽まで多岐

にわたるため、まずは建物の状

況を知ろうと、住まいるダイヤ

ルの診断を受けました。すると

高額な修理費用がかかる事が分

かり、築年数を考えると修理か

建て替えか迷っていました。そ

の後、地盤調査や一般診断も受

け、地盤改良が必要な上に建物

は強度不足であることが分か

り、建て替えの意思を固めまし

た。地盤改良の補助金申請は、

知人から教えてもらいました。

　建て替えはしましたが、愛着

のあった元の家。床柱をテーブ

ルや椅子にして今も大切に使っ

ています。安全な住まいをと考

え、一般診断を受けたことで先

を見通すことができました。

吉永 優美子さん

小川町

住み慣れた土地で
　熊本地震で敷地に断層が走っ

ていたことが分かりました。度

重なる余震の影響で、目の前の

道路が陥没し、宅地の南側と西

側も沈下。建物は傾き、水道も

止まってしまいました。全壊の

判定を受けましたが、住み慣れ

た土地で暮らし続けたいと思

い、修復することを選びました。

　補助金申請をしたのは、当時

の区長さんから話を聞いたから

です。とても助かりました。

　地盤改良工事では、７㍍ほど

下の岩盤までくいを何本も打ち

ました。家はジャッキアップし、

水平に修復してもらいました。

　避難生活では、不知火グラウ

ンドや中学校などを転々として

いましたが、また自宅で生活で

きるようになったことが一番。

仲間もいるこの土地に住み続け

ることができてうれしいです。

丸目 博昭さん

不知火町

私の役目
　広報紙の補助支援の記事を読

み、支援を受けることができる

か都市整備課に確認してみる

と、該当との回答。元は昔なが

らの石垣でしたが、石工職人さ

んの手が足りないこともあり、

コンクリートを使った練積み造

擁壁工法で修復しました。

　地震当時を振り返ると、自宅

敷地で車中泊をしているときに

本震の強い揺れが襲い、あった

はずの塀は消え、建物ぎりぎり

まで宅地が崩壊。道路の中央線

まで土砂が流れ出ていました。

雨が降るたびにまた崩れるので

はないかとヒヤヒヤしていたこ

とを思い出します。

　復旧するのは私の役目だと思

い、工事をしたことで、これか

らは周りの皆さんや子どもたち

に迷惑を掛けることもなくな

り、安心することができました。

石村 加代子さん

豊野町

耐震改修設計
耐震改修工事

宇城市戸建て木造住宅耐震改修等事業

建て替え
宇城市戸建て木造住宅耐震改修等事業

宅地復旧
被災宅地復旧支援事業

擁壁の復旧
被災宅地復旧支援事業
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